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ク
リ
ス
マ
ス
と
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
あ
げ
ま
す

　
　
　
　
　

年
や
召
命
促
進
初
便
り

カ
ト
リ
ッ
ク
広
島
司
教
区
長

前
田 

万
葉 

司
教

　

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
に
、
わ
た

し
た
ち
は
、
司
教
館
ホ
ー
ル
で

十
字
架
を
中
心
に
集
合
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
十
字
架
を
先
頭

に
聖
堂
前
の
大
馬
小
屋
ま
で
行

列
し
、
馬
小
屋
に
神
の
御
子
を

迎
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ま
た

十
字
架
に
並
び
従
い
、
世
界
平

和
記
念
聖
堂
の
祭
壇
へ
と
向
か

い
聖
夜
ミ
サ
を
始
め
た
の
で
あ

り
ま
す
。

　

十
字
架
に
並
び
従
う聖

夜
か
な

　

馬
小
屋
に
御
子
を
迎
え
て

ク
リ
ス
マ
ス

　

祭
壇
が
飼
い
葉
桶
な
り

聖
夜
ミ
サ

　

や
は
り
、
飼
い
葉
桶
の
幼
子

（
飼
い
葉
桶
餌
と
成
り
し
か
神

の
御
子
）
は
、
ミ
サ
祭
壇
の
ご

聖
体
に
通
じ
、
そ
し
て
キ
リ
ス

ト
の
十
字
架
に
通
じ
て
い
る
の

で
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
「
父

は
御
独
り
子
を
こ
の
世
に
遣
わ

し
、
そ
の
御
独
り
子
キ
リ
ス
ト

は
、
神
で
あ
り
な
が
ら
人
間
と

ま
で
な
っ
て
く
だ
さ
り
、
死
に

い
た
る
ま
で
、
し
か
も
十
字
架

の
死
に
い
た
る
ま
で
、
自
分
を

無
に
し
て
私
た
ち
を
大
切
に
し

て
く
だ
さ
っ
た
」
（
よ
り
そ
う

神
）
の
で
す
。

　

神
共
に
居
る
喜
び
降
誕
祭

　

毎
日
が
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

ク
リ
ス
マ
ス

　

幟
町
の
馬
小
屋
ツ
リ
ー
や

平
和
説
く

　

わ
た
し
た
ち
も
、
毎
日
が
、

人
を
仕
合
わ
せ
に
す
る
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
で
あ
り
、
神
が
共
に

居
る
喜
び
を
分
か
ち
合
う
ク
リ

ス
マ
ス
共
同
体
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
す
。
世
界
平
和
記

念
聖
堂
（
幟
町
教
会
）
境
内
の

大
馬
小
屋
か
ら
平
和
が
説
か

れ
、
広
ま
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。

　　
　

年
や
召
命
促
進
初
便
り

　

「
今
で
し
ょ
！
」
と
は
、

二
〇
一
三
年
の
流
行
語
大
賞
の

一
つ
で
す
。
「
召
命
促
進
何
時

す
る
の
？　

今
で
し
ょ
！
」

と
、
呼
び
か
け
て
、
新
年
を
始

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

先
ず
は
、
「
新
年
三
月

二
十
一
日
に
猪
口
大
記
新
司
祭

叙
階
式
」
と
い
う
初
便
り
を
申

し
あ
げ
ま
す
。
そ
れ
に
続
い
て

ロ
イ
神
学
生
の
朗
読
奉
仕
者
選

任
式
、
教
区
予
備
神
学
校
入
学

者
や
新
神
学
生
の
発
表
な
ど
な

る
べ
く
早
馬
で
朗
報
を
届
け
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
東

京
教
区
よ
り
出
向
中
の
大
西
勇

史
助
祭
の
広
島
教
区
転
籍
と
司

祭
叙
階
が
早
期
実
現
し
ま
す
よ

う
に
と
も
祈
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
乙
女
峠
殉
教
者
列
聖

申
請
巡
礼
実
施
、
イ
エ
ズ
ス
会

や
淳
心
会
と
の
契
約
更
新
と
人

事
交
流
、
教
区
創
立
百
周
年
に

向
か
っ
て
の
十
年
間
の
目
標
と

そ
れ
に
向
か
っ
て
の
短
期
目
標

な
ど
も
早
期
発
表
い
た
し
ま

す
。

日　時：3 月 21 日（金・祝）14 時～
場　所：世界平和記念聖堂
司　式：前田 万葉 司教
受階者：マキシミリアノ・
　マリア・コルベ　猪口大記
　（広島司教区助祭 鳥取教会出身）

式中、ロイ神学生の朗読奉仕者
選任式も行われます。

　

午
年
の
“
う
ま
”
を
「
飾
り

馬
」
字
に
し
た
の
は
、
司
教
叙

階
三
歳
馬
と
し
て
、
新
年
は
特

に
馬
力
で
勝
負
の
年
と
願
い
を

込
め
た
つ
も
り
で
す
。
皆
さ
ん

ど
う
ぞ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。

　

飾
り
馬
三
歳
馬
に
も馬

力
あ
り

	 大馬小屋（世界平和記念聖堂）

猪口大記助祭　司祭叙階式
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教
区
の
動
き

平
和
の
使
徒
推
進
本
部 

【
二
〇
一
三
年
度
（
第
二
回
）

広
島
司
教
区
宣
教
司
牧
評
議
会

開
催
】

　

昨
年
十
二
月
十
五
日
、

二
〇
一
三
年
度
第
二
回
広
島
司

教
区
宣
教
司
牧
評
議
会
（
以

下
、
教
区
宣
司
評
）
が
、
広
島

カ
ト
リ
ッ
ク
会
館
多
目
的
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
た
。
前
田
司

教
、
司
祭
、
修
道
者
、
信
徒
の

二
十
五
人
が
出
席
し
た
。

　

は
じ
め
に
前
田
司
教
か
ら
教

区
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
以
下

の
こ
と
を
話
さ
れ
た
。

　

「
色
々
な
取
り
組
み
は
、
各

教
会
を
巡
り
、
活
動
し
て
い
る

こ
と
を
感
じ
た
。
教
区
レ
ベ

ル
、
地
区
レ
ベ
ル
の
行
事
を
通

し
て
、
百
周
年
に
向
け
て
確
認

し
合
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。
」

・
津
和
野
の
殉
教
者
の
列
聖
運

動
に
つ
い
て
は
、
ロ
ー
マ

へ
列
聖
の
要
請
申
請
を
行

う
た
め
に
、
ま
ず
司
教
団

の
承
認
を
得
る
た
め
の
常

任
司
教
委
員
会
、
臨
時
司

教
総
会
を
経
て
正
式
な
申

請
を
行
う
予
定
。
ロ
ー
マ

へ
の
列
聖
申
請
の
巡
礼
団

を
企
画
募
集
す
る
。

・
召
命
促
進
委
員
会
に
つ
い
て

は
、
承
知
の
よ
う
に
信
仰

年
閉
幕
ミ
サ
の
中
で
、
予

備
神
学
校
の
開
校
宣
言
を

行
っ
た
。

・
青
少
年
育
成
委
員
会
に
つ
い

て
は
、
予
備
神
学
校
の
開

校
に
も
関
わ
り
の
あ
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。

・
教
区
共
通
カ
テ
キ
ズ
ム
（
要

理
）
の
作
成
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
百
周
年
に
向

け
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
全
体

の
方
向
性
や
取
り
組
み
を

見
据
え
て
行
う
予
定
。

・
二
〇
一
四
年
か
ら
二
〇
一
五

年
に
、
シ
ノ
ド
ス
（
世
界

代
表
司
教
会
議
）
が
開
催

さ
れ
る
。
テ
ー
マ
は
「
家

庭
」
の
予
定
で
、
そ
の
流

れ
に
沿
っ
て
様
々
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

・
教
皇
か
ら
「
信
仰
年
」
の
次

の
方
針
と
し
て
「
奉
献
生

活
の
年
」
が
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。
ま
さ
に
司
祭
、
修

道
者
の
召
命
に
繋
が
っ
て

い
く
こ
と
で
あ
る
。

・
平
和
の
使
徒
に
な
る
こ

と
、
ま
さ
に
平
和
を
伝

え
て
い
く
こ
と
が
問
わ
れ

て
い
る
。
信
徒
が
実
践
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
し
っ
か
り
実
践
す
る
。

司
祭
、
修
道
者
が
行
う
こ

と
は
し
っ
か
り
行
っ
て
い

く
。
召
命
を
見
据
え
て
歩

ん
で
行
き
た
い
。

と
説
明
さ
れ
た
。

　

次
に
、
信
仰
年
と
教
区
創
立

九
十
周
年
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
平
和
の
使
徒
推
進
本
部

（
以
下
、
推
進
本
部
）
か
ら
報

告
が
あ
っ
た
。

・
信
仰
年
閉
幕
ミ
サ
関
連
行
事

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
取

り
組
み
、
協
力
に
感
謝
。

こ
れ
か
ら
も
教
区
行
事
に

引
き
続
き
協
力
を
お
願
い

し
た
い
。

・
今
回
、
『
教
会
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
』
を
作
成
し
た
。
実
費

プ
ラ
ス
世
界
平
和
記
念
聖

堂
補
修
献
金
を
お
願
い
し

て
配
布
す
る
。
カ
ラ
ー
版

で
、
ス
タ
ン
プ
帳
に
し
た

こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
て
欲
し

い
。

・
絵
画
＆
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

の
作
品
の
応
募
に
感
謝
。

・
津
和
野
殉
教
者
講
演
会
も
良

い
機
会
で
あ
っ
た
。

　

続
い
て
教
区
創
立
百
周
年
へ

向
け
て
の
テ
ー
マ
を
話
し
合
う

た
め
、
出
席
評
議
員
が
三
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
三
十
分

程
度
の
分
か
ち
合
い
、
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

　

色
々
な
意
見
が
出
さ
れ
た

が
、
具
体
的
に
ま
と
ま
ら
な

か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
推
進
本

部
で
ま
と
め
、
そ
の
後
、
前
田

司
教
と
推
進
本
部
で
調
整
し
、

テ
ー
マ
を
決
め
て
い
く
こ
と
と

し
た
。
前
田
司
教
か
ら
「
喜

び
」
「
希
望
」
を
忘
れ
な
い

こ
と
。
そ
の
中
で
「
平
和
」

「
き
ょ
う
ど
う
（
外
国
籍
の
方

と
の
関
わ
り
）
」
「
養
成
」
を

具
体
化
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま

れ
る
。
今
回
、
テ
ー
マ
と
し
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

教
区
創
立
百
周
年
に
向
け
て

こ
れ
か
ら
の
教
区
全
体
の
取
り

組
み
と
し
て
は
、
具
体
的
に
推

進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
各

小
教
区
で
何
か
良
い
ア
イ
デ
ア

が
あ
れ
ば
推
進
本
部
に
提
案
し

て
欲
し
い
。
今
後
、
そ
の
た
め

の
チ
ー
ム
を
作
る
か
ど
う
か
、

ど
う
進
め
て
い
く
か
と
言
っ
た

こ
と
を
考
え
て
行
く
予
定
。

　

教
区
宣
司
評
の
後
半
は
、
世

界
平
和
記
念
聖
堂
保
存
活
用
委

員
会
か
ら
の
報
告
、
秋
に
各
地

区
で
行
わ
れ
た
地
区
宣
教
司
牧

評
議
会
の
報
告
（
活
動
報
告
、

活
動
予
定
含
む
）
、
伯
雲
ブ

ロ
ッ
ク
か
ら
の
報
告
が
あ
っ

た
。

　

以
上
の
こ
と
が
話
し
合
わ
れ

た
後
、
祈
り
と
祝
福
の
う
ち
に

三
時
間
の
教
区
宣
司
評
を
閉
会

し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
教
区
宣
司
評

に
出
席
し
た
評
議
員
は
、
本
年

度
末
で
二
年
間
の
任
期
満
了
と

な
る
。
次
年
度
は
新
た
な
評
議

員
が
選
出
さ
れ
て
二
〇
一
四
年

度
第
一
回
教
区
宣
司
評
が
開
催

さ
れ
る
予
定
。

　

意
見
や
要
望
な
ど
は
、
平
和

の
使
徒
推
進
本
部
ま
で
。

教会ガイドブック



( 3 ) カトリック　広　島　教　区　報 2014 年  1 月 19 日  95 号

　

二
〇
一
三
年
十
一
月
二
十
三

日
（
土
・
祝
）
の
前
夜
祭
か
ら

始
ま
り
、
二
十
四
日
（
日
）
の

講
演
会
、
各
地
区
で
の
取
り
組

み
の
報
告
、
そ
し
て
信
仰
年
閉

幕
ミ
サ
で
締
め
く
く
ら
れ
た
信

仰
年
閉
幕
行
事
「
信
仰
の
光
」

は
、
世
界
平
和
記
念
聖
堂
（
カ

テ
ド
ラ
ル
）
に
各
地
か
ら
た
く

さ
ん
の
方
々
が
集
ま
っ
て
く
だ

さ
り
、
広
島
教
区
創
立
九
十
周

年
と
し
て
の
こ
れ
か
ら
の
歩
み

を
輝
か
せ
る
も
の
と
し
て
、
私

た
ち
の
大
き
な
力
に
な
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　

前
夜
祭
を
準
備
し
て
く
だ

前夜祭の集いの様子

デ・ルカ・レンゾ神父

信
仰
年
閉
幕
行
事

「
信
仰
の
光
」
に
感
謝
！

さ
っ
た
各
担
当
者

の
方
々
、
ま
た
子

ど
も
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
企
画
し
て
く
だ

さ
っ
た
リ
ー
ダ
ー

た
ち
、
さ
ら
に
昼
食
を
準
備
し

て
く
だ
さ
っ
た
お
も
て
な
し

チ
ー
ム
の
方
々
に
本
当
に
感
謝

で
す
。
ま
た
各
地
区
の
取
り
組

み
の
報
告
を
準
備
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
も
本
当
に
お
疲
れ

様
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区

で
違
っ
た
報
告
を
見
る
こ
と
が

で
き
て
、
信
仰
年
に
色
々
な
取

り
組
み
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ

と
が
良
く
分
か
り
ま
し
た
。

　

教
区
創
立
九
十
周
年
の
ひ
と

つ
の
大
き
な
取
り
組
み
で
あ
る

津
和
野
殉
教
者
の
列
聖
運
動
が

広
島
教
区
と
し
て
始
ま
っ
て
い

ま
す
が
、
教
区
の
皆
さ
ん
に
少

し
ず
つ
理
解
し
て
も
ら
お
う
と

行
わ
れ
た
日
本
二
十
六
聖
人
記

念
館
館
長
デ
・
ル
カ
・
レ
ン
ゾ

神
父
様
の
講
演
会
に
も
た
く
さ

ん
の
方
々
が
参
加
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ミ
サ
献

金
で
三
十
五
万
九
千
円
の
活
動

費
を
ご
協
力
い
た
だ
い
た
こ
と

も
合
わ
せ
て
心
か
ら
感
謝
申
し

あ
げ
ま
す
。
さ
ら
に
絵
画
＆

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
も
、
総

数
二
百
六
作
品
・
百
五
十
四
名

の
応
募
が
あ
っ
て
、
し
っ
か
り

と
自
分
の
小
教
区
を
改
め
て
見

て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
自
分
の

小
教
区
の
歴
史
な
ど
を
振
り
か

え
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
今
回
作
ら
れ
た
教
会

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
持
っ
て
、
自

分
の
教
会
以
外
の
小
教
区
を
も

ぜ
ひ
廻
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

信
仰
年
は
閉
幕
し
ま
し
た

が
、
こ
の
行
事
を
含
め
て
教
区

は
創
立
百
周
年
に
向
け
て
具
体

的
に
歩
み
始
め
ま
し
た
。
平
和

の
使
徒
推
進
本
部
と
し
て
も
、

こ
れ
か
ら
の
さ
ら
な
る
取
り
組

み
に
対
し
て
、
信
仰
の
光
を
輝

か
せ
て
歩
ん
で
行
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

（
平
和
の
使
徒
推
進
本
部
長

服
部
大
介
神
父
）

入
賞
者

絵  

画
（
子
ど
も
の
部
）

前
田
司
教
賞

大
水  

來
夢
凛
（
呉
教
会
）

三
末
名
誉
司
教
賞

真
田  

大
地
（
玉
島
教
会
）

服
部
推
進
本
部
長
賞

佐
世  

沙
弥
子
（
防
府
教
会
）

絵  

画
（
大
人
の
部
）

前
田
司
教
賞

小
野  

剛
（
防
府
教
会
）

三
末
名
誉
司
教
賞

村
上  

信
行
（
尾
道
教
会
）

服
部
推
進
本
部
長
賞

祇
山  

登
（
呉
教
会
）

写  

真
前
田
司
教
賞

青
木  

信
雄
（
可
部
教
会
）

三
末
名
誉
司
教
賞

米
澤  

玲
子
（
三
篠
教
会
）

服
部
推
進
本
部
長
賞

竹
内  

秀
晃
（
幟
町
教
会
）

審
査
員
特
別
賞

榎
本  

敬
子
（
幟
町
教
会
）

入
選
者

絵  

画
（
子
ど
も
の
部
）

川
口  

す
み
れ
（
祇
園
教
会
）

福
田  

琴
弓
（
祇
園
教
会
）

生
田  

水
音
（
長
府
教
会
）

木
村  

和
可
奈
（
三
篠
教
会
）

三
宅  

和
央
（
観
音
町
教
会
）

田
中  

奈
々
葉（

観
音
町
教
会
）

田
中  

た
く
や（

観
音
町
教
会
）

絵  

画
（
大
人
の
部
）

辻  

千
鶴
江
（
翠
町
教
会
）

吉
富  

克
見
（
廿
日
市
教
会
）

住
吉  

芽
衣
（
翠
町
教
会
）

城
根  

和
希
（
翠
町
教
会
）

林  

裕
子
（
細
江
教
会
）

中
崎  

荒
丸
（
福
山
教
会
）

写  

真光教
会
信
徒

藤
井  

芳
子
（
祇
園
教
会
）

田
辺  

滋
（
玉
島
教
会
）

小
嶋  

靖
之
（
萩
教
会
）

吉
村  

結
子
（
山
口
教
会
）

楠
本  

優
美
子
（
呉
教
会
）

飯
田  

美
佐
子（

観
音
町
教
会
）

教
区
創
立
90
周
年 

信
仰
年
閉
幕
行
事
「
信
仰
の
光
」

私
の
教
会  

絵
画 

＆ 

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト 

入
賞
・
入
選
者
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前田司教賞 
青木  信雄（可部教会）

三末名誉司教賞 
米澤  玲子（三篠教会）

三末名誉司教賞 
真田  大地（玉島教会）

服部推進本部長賞
祇山　登（呉教会）

審査員特別賞 
榎本  敬子（幟町教会）

服部推進本部長賞 
佐世  沙弥子（防府教会）

服部推進本部長賞 
竹内  秀晃（幟町教会）

前田司教賞 
小野  剛（防府教会）

前田司教賞 
大水  來夢凛（呉教会）

三末名誉司教賞  
村上  信行（尾道教会）

 

　

爽
や
か
な
秋
の
陽
射
し
に
恵
ま
れ
た
昨
年
十
一

月
十
六
日
（
土
）
カ
ト
リ
ッ
ク
障
害
者
連
絡
協
議

会
（
山
口
）
の
発
足
十
五
周
年
記
念
講
演
会
が
、

約
七
十
名
の
参
加
者
を
迎
え
宇
部
教
会
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
カ
障
連
（
山
口
）
は
、
一
九
九
八
年

十
一
月
一
日
諸
聖
人
の
祭
日
に
山
口
地
区
の
障
害

者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
三
十
五
名
で
発
足
し
、
昨
年

で
丁
度
満
十
五
年
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
会
員
数

も
七
十
名
を
数
え
る
ま
で
に
な
っ
た
こ
と
は
、
多

く
の
方
々
の
お
支
え
に
よ
る
も
の
で
あ
り
深
く
感

謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

十
時
三
十
分
よ
り
、
担
当
司
祭
の
恩
地
誠
神
父

様
の
お
祈
り
で
開
会
し
、
続
い
て
松
田
俊
昭
会
長

（
岩
国
教
会
）
が
挨
拶
の
中
で
「
私
た
ち
の
会
で

司
教
様
の
講
演
が
実
現
す
る
な
ん
て
夢
の
よ
う
で

す
」
と
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
記
念
講
演
の
講
師
に

私
た
ち
広
島
司
教
区
の
前
田
万
葉
司
教
様
を
お
迎

え
し
、
ご
講
演
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
テ
ー
マ
は
『
あ
な
た
の
信
仰
が
あ
な
た
を

救
っ
た
』
。
司
教
様
は
「
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
障

害
者
連
絡
協
議
会
」
の
顧
問
司
教
で
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
そ
の
三
十
周
年
に
は
《
カ
障
連
の

三
十
路
寿
ぐ
信
仰
年
》
と
詠
ま
れ
ま
し
た
が
、
今

回
は
、
「
カ
障
連
も
信
仰
年
や
七
五
三
（
十
五

年
）
」
と
祝
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

お
話
の
中
で
、
七
月
二
十
八
日
付
カ
ト
リ
ッ
ク

新
聞
〈
み
ん
な
燦
燦
〉
に
掲
載
さ
れ
た
松
田
会
長

の
記
事
に
触
れ
ら
れ
、
「
『
障
害
は
不
自
由
だ
け

れ
ど
も
不
幸
で
は
な
い
』
こ
れ
が
、
『
あ
な
た
の

信
仰
が
あ
な
た
を
救
っ
た
』
と
い
う
こ
と
。
誰
で

も
年
を
取
る
と
病
気
や
障
害
を
持
つ
こ
と
に
な
っ

て
い
く
の
で
す
か
ら
」
と
の
お
言
葉
に
多
数
の
参

加
者
が
う
な
ず
い
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
の
分
か
ち
合
い
に
司
教
様
も
参
加
さ
れ
、

質
問
に
も
丁
寧
に
答
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
十
四

時
か
ら
の
司
教
ミ
サ
は
「
十
五
周
年
の
祝
賀
の
感

謝
と
こ
れ
か
ら
の
派
遣
ミ
サ
」
と
位
置
づ
け
ら

れ
、
「
平
和
の
あ
い
さ
つ
」
で
は
祭
壇
か
ら
降
り

ら
れ
、
沢
山
の
人
た
ち
と
握
手
を
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。
あ
る
障
害
者
の
言
葉
「
司
教
様
の
手
は
固
く

て
大
き
く
て
温
か
か
っ
た
！
」

　

「
十
五
歳
は
昔
な
ら
元
服
の
年
で
あ
り
、
こ
れ

か
ら
は
新
し
く
ひ
と
つ
の
共
同
体
と
し
て
、
自
分

の
生
活
を
通
し
て
、
障
害
者
健
常
者
共
に
互
い
に

手
を
携
え
歩
ん
で
い
く
、
証
し
人
に
な
っ
て
行

く
。
障
害
者
だ
か
ら
こ
そ
証
し
に
意
味
が
あ
る
場

合
も
あ
る
。
何
度
で
も
声
を
上
げ
続
け
る
こ
と
が

大
事
。
」
と
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。
終
り
に
「
不
自

由
さ
、
生
き
に
く
さ
を
信
仰
的
に
ど
う
受
け
止
め

て
い
く
か
、
ど
う
生
か
し
て
い
く
か
、
与
え
ら
れ

た
と
こ
ろ
で
、
神
の
栄
光
が
私
を
通
し
て
現
れ
る

と
い
う
信
仰
を
生
き
ま
し
ょ
う
」
と
結
ば
れ
、
明

日
か
ら
の
「
カ
障
連
（
山
口
）
」
の
行
く
手
を
照

ら
し
て
い
た
だ
い
た
思
い
で
し
た
。

神
に
賛
美
と
感
謝
！

（
カ
障
連
山
口
事
務
局
長　

宮
崎
玲
子
）

カ
障
連
（
山
口
）
発
足
十
五
周
年

記
念
講
演
会
・
研
修
会

宇部教会　前田司教の講演
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ブ
ロ
ッ
ク
・
ロ
ザ
リ
オ
の
福
音

ベ
リ
ス
・
メ
ル
セ
ス
宣
教
修
道
女
会

　
　

Sr.
ジ
ョ
イ　

ガ
ル
シ
ア

Ｊ
ー
Ｃ
ａ
Ｒ
Ｍ
広
島
便
り

 （
前
号
よ
り
つ
づ
く
）

　

萩
で
ブ
ロ
ッ
ク
・
ロ
ザ
リ
オ
を
始

め
る
に
つ
れ
、
フ
ィ
リ
ピ
ー
ナ
の
皆

さ
ん
は
教
会
の
ご
ミ
サ
に
も
与
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

お
互
い
に
言
葉
を
交
わ
し
、
分
か
ち

合
い
、励
ま
し
合
い
、マ
リ
ア
様
ボ
ッ

ク
ス
と
い
う
助
け
合
い
基
金
に
少
し

で
も
献
金
し
、
バ
ザ
ー
に
参
加
す
る

な
ど
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
で
互
い
の
絆

づ
く
り
を
強
め
て
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
そ
の
助
け
合
い
精
神
は
教
会
外
で

も
発
揮
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

た
と
え
ば
、
昨
年
八
月
に
萩
市
須

佐
を
襲
っ
た
大
洪
水
で
被
災
し

た
家
々
の
清
掃
奉
仕
作
業
（
写

真
）
を
率
先
し
て
行
っ
た
の
で

す
。

　

し
か
し
、
ブ
ロ
ッ
ク･

ロ
ザ

リ
オ
の
い
ち
ば
ん
の
成
果
は
、

ダ
ブ
ル
の
子
ど
も
た
ち
に
良
い
影

響
が
醸
し
出
さ
れ
て
き
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
お
祈
り
の
と
き
、
お
母

さ
ん
は
子
ど
も
た
ち
に
お
祈
り
の

背
景
を
説
明
し
て
あ
げ
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
が
お
祈
り
の
こ
と
を
質

問
し
勉
強
し
始
め
た
の
で
、
お
母

さ
ん
た
ち
に
は
、
お
家
で
子
ど
も

た
ち
と
話
す
と
き
は
《
神
さ
ま
の

お
話
》
も
話
し
て
あ
げ
る
時
間
を

特
に
作
っ
て
く
だ
さ
い
ね
、
と
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
に

連
れ
ら
れ
て
ご
ミ
サ
に
来
た
ら
他

の
子
ど
も
た
ち
と
知
り
合
え
て
遊

ぶ
の
も
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

　

こ
う
し
て
子
ど
も
た
ち
も
信
仰

を
授
け
ら
れ
高
め
ら
れ
て
い
く
環

境
に
置
か
れ
て
き
ま
し
た
。
は
じ

め
は
、
夫
に
子
ど
も
の
受
洗
を
反

対
さ
れ
て
た
め
ら
っ
て
い
た
の

に
、
三
人
の
お
母
さ
ん
が
つ
い
に

勇
気
を
出
し
て
子
ど
も
を
受
洗
さ

せ
る
に
至
り
ま
し
た
。
神
様
と
聖

母
マ
リ
ア
様
の
お
恵
み
に
よ
り
、

萩
教
会
で
昨
年
七
月
に
三
人
の
子

ど
も
た
ち
が
受
洗
し
、
さ
ら
に
九

月
に
も
う
ひ
と
り
の
子
ど
も
が
堅

信
に
与
り
ま
し
た
。

　

私
は
萩
に
つ
づ
い
て
他
の
教

会
、
他
の
グ
ル
ー
プ
で
も
こ
の
ブ

ロ
ッ
ク
・
ロ
ザ
リ
オ
の
豊
か
な
お

恵
み
の
体
験
の
分
か
ち
合
い
を
始

め
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ロ
ザ
リ
オ

の
お
祈
り
、
福
音
と
御
こ
と
ば
の

分
か
ち
合
い
を
さ
ら
に
自
信
を

も
っ
て
熱
心
に
広
め
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。（
お
わ
り
）

　

二
〇
一
三
年
十
一
月
八
日
、

肺
炎
の
た
め
、
岡
山
市
協
立

病
院
で
帰
天
。
享
年
八
十
七

歳
。
一
九
二
六
年
五
月
三
日
、

広
島
県
福
山
市
生
ま
れ
。

一
九
四
五
年
八
月
六
日
、
被
ば

く
。
一
九
四
七
年
八
月
十
五

日
、
長
束
修
練
院
に
て
受
洗
。

一
九
六
一
年
三
月
二
十
一
日
、

広
島
教
区
司
教
座
聖
堂
に
て
司

祭
叙
階
。
祇
園
教
会
、
廿
日
市

教
会
、
福
山
教
会
、
東
京
カ
ト

リ
ッ
ク
大
神
学
院
院
長
、
幟
町

ア
シ
ジ
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

早
副
穣
神
父　

帰
天

教
会
、
三
篠
教
会
、
観
音
町
教

会
、
岡
山
教
会
を
歴
任
。
そ
の

間
、
地
区
長
、
司
教
総
代
理
、

幼
稚
園
園
長
を
兼
任
。

　

主
任
司
祭
、
幼
稚
園
園
長
時

代
に
は
、
そ
の
独
特
の
語
り
口

に
よ
り
多
く
の
人
々
を
信
仰
の

道
に
導
い
た
。
東
京
カ
ト
リ
ッ

ク
神
学
院
院
長
時
代
に
は
、
多

く
の
神
学
生
を
育
て
教
育
者
と

し
て
活
躍
し
た
。
教
え
子
の
中

に
は
現
役
引
退
を
含
め
七
名
の

司
教
が
い
る
。
二
〇
一
一
年
に

は
司
祭
叙
階
五
十
年
の
祝
い
を

行
い
、
多
く
の
司
教
司
祭
が
集

ま
る
中
で
元
気
に
記
念
ミ
サ
を

司
式
し
た
。
被
ば
く
体
験
を
語

り
、
平
和
の
大
切
さ
、
核
兵
器

の
廃
絶
を
訴
え
て
い
た
。
帰
天

す
る
二
週
間
前
ま
で
岡
山
教
会

で
車
い
す
を
使
い
な
が
ら
も
小

教
区
の
ミ
サ
を
手
伝
っ
て
い

た
。
そ
の
語
り
は
何
時
も
聴
く

者
の
心
を
豊
か
に
し
た
。

　

李
尚
潤
神
父
は
、
釜
山
・
広

島
・
イ
ン
フ
ァ
ン
タ
の
司
教
区
で

締
結
さ
れ
た
姉
妹
縁
組
に
よ
り
、

二
〇
〇
七
年
に
、
釜
山
教
区
か
ら

派
遣
。
広
島
で
日
本
語
研
修
後
、

二
〇
〇
九
年
よ
り
、
岡
山
・
岡
山

南
教
会
、
二
〇
一
二
年
よ
り
、
倉

敷
地
域
共
同
司
牧
チ
ー
ム
メ
ン

バ
ー
と
し
て
活
動
、
六
年
数
か
月

の
任
期
を
終
了
し
、
二
〇
一
三
年

十
二
月
十
二
日
に
、
韓
国
へ
帰
国

さ
れ
ま
し
た
。

　

李
神
父
様
が
広
島
に
赴
任
さ
れ

た
こ
ろ
は
、
「
少
し
物
静
か
な

方
」
と
い
う
印
象
で
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
一
年
あ
ま
り
で
日
本
語
を

習
得
さ
れ
て
か
ら
は
、
持
ち
前
の

明
る
さ
と
楽
し
い
口
調
で
、
い
つ

も
周
り
の
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

神
父
様
ご
自
身
が
私
と
兄
弟
み

た
い
に
ソ
ッ
ク
リ
と
言
わ
れ
た
そ

の
風
貌
か
ら
は
想
像
も
で
き
ま
せ

ん
が
、
意
外
に
も
ピ
ア
ノ
を
弾
き

語
り
、
日
本
語
と
韓
国
語
の
教
会

音
楽
の
CD
制
作
ま
で
こ
な
さ
れ
ま

し
た
。

　

帰
国
後
は
、
釜
山
教
区
で
司
牧

の
務
め
に
専
念
さ
れ
ま
す
。

　

教
区
の
皆
様
、
と
も
に
李
神
父

様
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま

し
ょ
う
。

ド
ミ
ニ
コ
・
サ
ビ
オ

李イ

尚サ
ン
ユ
ン潤
神
父
、
韓
国
へ
帰
国右、李神父

故早副穣神父

神
父
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

三
登
昌
二
（
幟
町
教
会
）
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広
島
司
教
区

災
害
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

原
田
豊
己
神
父

東
日
本
大
震
災
支
援

ノートルダム清心女子大学の学生と原田神父

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
三
月
で

三
年
に
な
り
ま
す
。
当
初
の
緊

急
援
助
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

か
ら
現
在
は
、
継
続
的
で
地
道

な
活
動
に
シ
フ
ト
し
て
い
ま

す
。

　

現
地
の
社
会
福
祉
協
議
会
か

ら
の
要
請
で
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
は
、
仮
設
住
宅
な
ど
の

訪
問
を
継
続
し
て
行
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
多
人
数
の
一
週
間
単
位
で

行
う
活
動
は
、
あ
る
意
味
で
終

了
し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

大
阪
教
会
管
区
が
支
援
す
る

大
船
渡
ベ
ー
ス
が
社
会
福
祉
協

議
会
か
ら
委
託
さ
れ
た
以
外
に

独
自
に
継
続
し
て
行
う
活
動

は
、
①
お
茶
っ
こ
（
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
手
芸
、
映
画
上
映
な

ど
）
②
仮
設
住
民
の
訪
問
③
在

宅
訪
問
④
子
育
て
支
援
⑤
外
国

人
支
援
（
就
労
支
援
と
日
本
語

サ
ポ
ー
ト
）
⑥
介
護
施
設
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
⑦
仮
設
住
宅
居

住
者
の
買
い
物
、
病
院
へ
の
送

迎
で
す
。

　

現
在
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
、
長
期
的
に
現
地
に
と
ど
ま

り
、
仮
設
住
宅
居
住
者
の
中
で

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
、
自
死
者
を

防
止
す
る
た
め
、
専
門
的
な
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
で
き
る
人
材

の
派
遣
で
す
。
ま
た
、
生
活
を

安
定
さ
せ
る
た
め
の
行
政
と
の

話
し
合
い
の
場
に
同
席
し
て
適

切
な
助
言
が
で
き
る
専
門
性
を

持
つ
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

「
広
島
司
教
区
災
害
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」
は
、
震
災
か
ら

三
年
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
、

今
ま
で
も
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
も
う
一
度
行
っ
て
い
る
こ

と
を
お
伝
え
し
ま
す
。
①
各

ベ
ー
ス
か
ら
の
報
告
と
要
望
の

メ
ー
ル
配
信
②
大
船
渡
ベ
ー
ス

に
長
期
に
滞
在
で
き
る
方
の
派

遣
（
交
通
費
と
生
活
保
障
）
③

短
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
う
方

の
交
通
費
の
補
助
④
各
小
教
区

広島司教区災害サポートセンター収支報告
（2011 年 4 月 1 日～ 2013 年 11 月 30 日現在）

収　入 献　金 15,242,241
事務運営費   
　振込手数料 28,210
　事務費 2,290
旅費交通費  846,598

支　出 支援費（派遣者の経費を含む）  
　経費 1,075,000
　送料 447,950
　物資購入 37,900
　「地ノ森いこいの家」支援 1,000,000
支出の部合計 3,437,948

繰　越 11,804,293

の
現
地
物
品
の
購
入
な
ど
の
情

報
支
援
。

　

担
当
、
原
田
神
父
ま
で
お
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

広島司教区  堅信を受けられた方
（2013 年 10 月～ 12 月まで）

◆津山教会（10 月 6 日）
アッシジのフランシスコ 間名清司 / ヨセフ 和仁隆
明  / ベルナデッタ 李綾花 / ルイサ 河原美香

◆観音町教会（10 月 27 日）
ステファノ 安足伸吾 / ヨゼフ 山田竜也 / カタリナ 
山田珠未 / アグネス 山田智未 / 小さき花のテレジ
ア 川上由紀子 / インマヌエラアグネス 飯田知香
リジュのテレーズ 田中史子 / アントニオ 三宅忠敏 
ペトロ 坂井恒

◆福山教会（11 月 3 日）
パウロ 秋山秀治 / ヨゼフ 藤井賢二 / マリア藤井睦
子  / ミカエル 小川智弘 / ヨゼフ 村上稔 / ガブリエ
ル 貝原一成 / ガブリエル 大谷栄一 / セシリア 山岡
サカエ / 清めのマリア 千種麻衣 / マリアインマク
ラータ 久田見嘉子 / ドミニカ 笠置夏希 / アシジの
フランシスコ 森渕海斗 / 聖ベルナデッタ 檀上萌
クララ 庄司佳央  / マリーテレーズ 森渕茉莉愛 / ペ
トロ大石一貴 / マリア田村志織 / アシジ聖フラン
シスコ 山口純平 

◆翠町教会（11 月 17 日）
マタイ 濱村恭司 / ヨゼフ 伊藤正弘 / エリザベト片
山陽子 / ベルナデッタ可部泉 / アンジェラ コセル・
アンジェラ / サラ　クルス・ツカモト・シャロン 
/ クララ　ガルシア・ツカモト・ウェンディ / ホル
ゲ  ガルシア・ツカモト・ホルゲ

おめでとうございます！

日
本
キ
リ
ス
ト
聖
公
会

聖
家
族
教
会
信
者

カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
受
け

入
れ
を
兼
ね
た
堅
信
式

　

昨
年
十
二
月
二
十
九
日

（
日
）
聖
家
族
の
祝
日
に
カ
ト

リ
ッ
ク
三
原
教
会
に
て
、
名
誉

教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
十
六
世
の

方
針
に
基
づ
き
、
前
田
万
葉
司

教
司
式
の
ミ
サ
の
中
で
、
日
本

キ
リ
ス
ト
聖
公
会　

聖
家
族
教

会
の
信
者
の
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の

受
け
入
れ
を
兼
ね
た
堅
信
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

聖
家
族
教
会
の
山
岡
功よ

し
の
り典

司
祭
を
始
め
大
人
九
人
と
子
ど

も
二
人
の
十
一
人
が
ミ
サ
に
参

加
し
、
当
日
都
合
に
よ
り
参
加

で
き
な
か
っ
た
方
々
を
含
め

て
、
十
六
人
が
カ
ト
リ
ッ
ク
に

受
け
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
↖
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重
要
文
化
財
世
界
平
和
記
念
聖
の

耐
震
調
査
委
員
会
の
開
催

　

広
島
教
区
カ
テ
ド
ラ
ル
・
世

界
平
和
記
念
聖
堂
（
重
要
文
化

財
）
の
耐
震
診
断
事
業
の
第
一

回
有
識
者
委
員
会
が
開
催
さ
れ

た
。
委
員
会
に
先
立
ち
前
田
司

教
よ
り
各
委
員
に
委
嘱
状
が
交

付
さ
れ
、
聖
堂
の
保
存
と
耐
震

対
策
の
た
め
に
指
導
い
た
だ
き

た
い
と
挨
拶
。
委
員
は
、
い

ず
れ
も
文
化
財
建
造
物
の
保

存
や
耐
震
対
策
の
エ
キ
ス
パ
ー

ト
で
、
独
立
行
政
法
人
・
建
築

研
究
所
の
長
谷
川
先
生
、
京
都

女
子
大
学
の
斎
藤
先
生
、
早
稲

田
大
学
の
山
田
先
生
、
京
都
工

芸
繊
維
大
学
の
松
隈
先
生
の
四

名
。
会
議
で
は
重
要
文
化
財
の

価
値
と
認
め
ら
れ
た
村
野
藤
吾

の
設
計
に
よ
る
聖
堂
の
意
匠
や

た
た
ず
ま
い
、
並
び
に
世
界
平

和
を
祈
念
す
る
聖
堂
建
築
に
つ

い
て
の
耐
震
補
強
や
補
修
の
検

討
方
針
を
確
認
し
、
九
月
に
実

施
し
た
現
況
調
査
の
結
果
が
審

議
さ
れ
た
。

　

現
況
調
査
の
概
要
は
次
の
通

り
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
躯く

た
い体
の

亀
裂
や
剥は

く
ら
く落

、
外
装
の
モ
ル
タ

ル
煉れ

ん
が瓦
の
劣
化
が
一
段
と
進

み
、
内
壁
に
外
壁
か
ら
の

雨
水
の
浸
透
し
た
跡
や
亀

裂
が
多
く
見
ら
れ
、
人
造

大
理
石
の
床
に
も
新
た
な

亀
裂
が
発
生
。
心
配
さ
れ
た
祭

壇
の
再
臨
の
キ
リ
ス
ト
の
モ

ザ
イ
ク
壁
画
は
亀
裂
や
タ
イ
ル

の
剥
離
な
ど
部
分
的
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
大
屋
根
の
漏
水
や

地
下
聖
堂
の
湧
水
も
確
認
。
躯

体
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
強
度
は
、

構
造
計
算
の
基
準
値
を
満
た
し

て
い
た
も
の
の
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
中
性
化
が
前
回
補
修
時
よ

り
一
層
進
み
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

中
の
鉄
筋
が
錆
び
出
す
恐
れ
が

あ
り
、
打
ち
放
し
の
風
合
を
残

し
な
が
ら
ア
ル
カ
リ
性
を
回
復

す
る
材
料
・
工
法
が
課
題
。
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
柱
や
梁
の
中
に

あ
る
鉄
筋
は
、
非
破
壊
検
査
の

結
果
、
お
お
む
ね
構
造
設
計
図

の
通
り
で
あ
っ
た
。
地
盤
調
査

で
は
、
基
礎
設
計
の
設
定
条
件

で
あ
る
地
下
三
～
八
メ
ー
ト
ル

に
あ
る
礫れ

き

ま
じ
り
の
砂
層
を
確

認
。
な
お
、
こ
の
砂
層
は
大
地

震
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.5
程

度
）
で
液
状
化
す
る
可
能
性
が

あ
り
、
建
物
の
常
時
微
動
測
定

の
結
果
、
液
状
化
が
進
む
と
鐘

塔
の
東
西
方
向
に
地
盤
と
建
物

の
振
動
周
期
が
共
振
す
る
可
能

性
が
あ
り
、
精
査
が
必
要
。

　

続
い
て
、
地
震
時
に
落
下
が

心
配
さ
れ
る
信
者
席
上
の
木
製

リ
ブ
の
付
い
た
天
井
は
、
大
屋

根
を
支
え
る
鉄
骨
ト
ラ
ス
に
木

製
の
小こ

ば
り梁
と
直
径
十
二
ミ
リ
の

ボ
ル
ト
で
吊
り
下
げ
ら
れ
、
部

材
の
腐ふ

き
ゅ
う朽

は
見
ら
れ
な
い
が
、

鉄
骨
に
緊
結
さ
れ
て
い
な
い
箇

所
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
祭
壇
上

の
ド
ー
ム
天
井
に
は
、
仕
上
げ

材
の
漆し

っ
く
い喰

に
多
く
の
亀
裂
が
見

ら
れ
、
大
き
な
地
震
で
剥
落
す

る
恐
れ
が
あ
る
。
外
壁
の
モ
ル

タ
ル
煉
瓦
は
、
第
一
次
補
修
工

事
の
際
に
ス
テ
ン
レ
ス
ア
ン

カ
ー
と
目
地
補
強
に
よ
る
落
下

防
止
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ひ
び

割
れ
が
発
生
し
て
い
る
も
の
の

壁
体
の
一
体
性
は
損
な
わ
れ
て

い
な
い
。
ま
た
、
照
明
器
具
や

放
送
設
備
機
器
な
ど
の
落
下
の

危
険
性
が
あ
る
。
な
お
、
地
震

に
よ
る
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
転

倒
な
ど
は
検
討
課
題
と
さ
れ

た
。
以
上
の
結
果
か
ら
構
造
計

算
に
よ
る
耐
震
診
断
判
定
を
行

い
、
聖
堂
の
ど
の
箇
所
を
ど
こ

ま
で
修
復
す
る
か
を
定
め
る
保

存
活
用
計
画
に
つ
い
て
、
文
化

庁
、
広
島
県
、
広
島
市
と
協
議

す
る
。
次
回
委
員
会
は
四
月
下

旬
に
開
催
を
予
定
。

　

世
界
平
和
記
念
聖
堂
保
存
の

た
め
の
工
事
に
は
、
多
額
の
費

用
が
必
要
で
す
。
保
存
活
用
委

員
会
で
は
、
耐
震
・
保
存
修
復

工
事
へ
の
募
金
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
次
の
口
座
ま
た
は
教

区
事
務
局
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
カ
テ
ド
ラ
ル
の
保
存
に
、

ご
理
解
、
ご
協
力
願
い
ま
す
。

（
聖
堂
保
存
活
用
委
員
会
）

世界平和記念聖堂募金
郵便振替口座
口座名：カトリック広島司教区

口座番号：01320-3-109791

＊通信欄に「聖堂保存献金」と

　記入してください。

聖
家
族
教
会

山
岡
功
典
司
祭
の
コ
メ
ン
ト

　

名
誉
教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト

十
六
世
発
布
（
二
〇
〇
九
年

十
一
月
）
の
使
徒
憲
章
ア
ン

グ
リ
カ
ノ
ー
ル
ム 

チ
ェ
テ
ィ

ブ
ス
（
ア
ン
グ
リ
カ
ン
の
伝
統

を
持
っ
た
ま
ま
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
に
受
け
入
れ
る
と
い
う
内

容
）
を
受
け
て
、
広
島
の
三
原

で
「
聖
家
族
」
と
い
う
名
の
小

さ
な
群
れ
（
教
会
）
が
聖
家
族

の
祝
日
に
、
前
田
司
教
様
を
始

め
三
原
教
会
ア
ル
ナ
ル
ド
神
父

様
、
広
島
教
区
の
皆
様
の
ご
理

解
と
主
の
御
導
き
に
よ
り
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
の
中
に
受
け
入
れ

ら
れ
ま
し
た
。
キ
リ
ス
ト
を
頭

と
し
た
御
身
体
な
る
教
会
の
一

部
と
し
て
世
に
証
し
つ
つ
手
を

携
え
御
国
を
め
ざ
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
摂
理
の

出
来
事
を
心
か
ら
神
に
感
謝
し

ま
す
。

有識者委員会の様子
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地
区
便
り

岡
山
・
鳥
取
地
区

広
島
地
区

31

下
関
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

「
広
島
キ
リ
シ
タ
ン

殉
教
祈
念
祭
」

　

己
斐
の
殉
教
碑
前
で
祈
り
を

捧
げ
、
観
音
町
教
会
ま
で
十
五

分
ほ
ど
徒
歩
巡
礼
を
行
い
、
教

会
で
殉
教
祈
念
ミ
サ
、
講
演
会

が
行
わ
れ
ま
す
。

日
時
：
二
月
十
一
日
（
火
・
祝
）

　

九
時
半
～

内
容
：
九
時
半
、殉
教
碑
前
（
広

島
市
西
区
己
斐
東
清
心
学

園
入
口
）
集
合
。
十
時
十

分
、殉
教
祈
念
ミ
サ
（
司
式
・

前
田
万
葉
司
教
）。
十
一
時

十
分
、
講
話
（
講
師
・
服

部
大
介
神
父
）
十
二
時
よ

り
茶
話
会
。

「
平
和
ア
ピ
ー
ル1981

」

「
社
会
の
中
の
教
会
を
め
ざ
し

て
」
～
平
和
の
使
徒
と
な
る
た

め
に
～

日
時
：
二
月
二
十
三
日
（
日
）

九
時
半
の
ミ
サ
～
十
五
時

頃
ま
で

講
師
：
森
山
信
三
神
父
（
カ
ト

リ
ッ
ク
福
岡
教
区　

西
新

教
会
主
任
司
祭
）

場
所
：
世
界
平
和
記
念
聖
堂

ミ
サ
：
前
田
万
葉
司
教

2.11

「
建
国
記
念
の
日
」
を

問
う
広
島
集
会

日
時
：
二
月
十
一
日
（
火
・
祝
）

十
四
時
～
十
六
時

場
所
：
広
島
カ
ト
リ
ッ
ク
会
館

多
目
的
ホ
ー
ル

講
師
：
肥
塚
侾
司
神
父

講
演
：『
迫
害
の
歴
史
か
ら
信

教
の
自
由
を
考
え
る
～
「
浦

上
四
番
崩
れ
」
の
歴
史
的

考
察
か
ら
～
』

参
加
費
：
五
百
円
（
資
料
代
ほ
か
）

乙
女
峠
殉
教
者
列
聖
祈
念
の
旅

肥
塚
侾
司
神
父
様
と
行
く
イ
タ

リ
ア
巡
礼
の
旅
七
日
間
ア
ッ
シ

ジ
・
ベ
ル
ー
ジ
ャ
・
ロ
ー
マ

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
様
謁
見
予
定

期
間
：
三
月
十
四
日
（
金
）
～

三
月
二
十
日
（
木
）

同
行
司
祭
：
肥
塚
侾
司
神
父

問
合
せ
先
：
㈱
阪
急
交
通
社

電
話082-545-1555

●
デ
モ
が
「
テ
ロ
行
為
と
そ
の

本
質
に
お
い
て
あ
ま
り
変
わ
ら

な
い
」
と
い
う
の
に
は
驚
き
ま

し
た
。
●
そ
も
そ
も
「
デ
モ
」

を
す
る
に
は
警
察
に
届
け
を
出

さ
ね
ば
な
ら
ず
、
勝
手
に
で
き

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
警
察
も

「
許
可
」
し
て
い
る
の
で
は
な

い
の
で
す
。
●
ま
ず
、
憲
法
第

二
十
一
条
の
「
表
現
の
自
由
」

に
よ
っ
て
デ
モ
行
為
は
保
障
さ

れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
デ
モ

は
「
届
出
制
」
で
あ
っ
て
、

「
許
可
制
」
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
な
ぜ
な
ら
、
デ
モ
の
内
容

に
つ
い
て
警
察
が
審
査
し
て
可

否
を
判
断
す
る
こ
と
は
、
憲
法

に
反
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で

す
。
●
で
は
、
何
で
も
届
け
出

た
ら
ど
ん
な
デ
モ
で
も
で
き
る

の
か
と
言
え
ば
、
そ
こ
に
は
制

約
が
あ
り
ま
す
。
●
デ
モ
や
集

会
の
場
合
、
道
路
や
公
園
な
ど

公
共
の
場
所
や
施
設
を
利
用
す

る
こ
と
に
な
り
、
関
連
す
る
法

律
に
（
例
え
ば
道
交
法
や
公
園

法
）
規
制
さ
れ
ま
す
。
デ
モ
や

集
会
の
「
形
態
」
が
使
用
さ
れ

る
場
所
や
施
設
に
は
合
わ
な
い

場
合
や
、
他
の
利
用
者
の
使
用

に
著
し
い
不
都
合
を
生
じ
さ
せ

る
場
合
、
規
制
や
不
許
可
に
な

る
の
で
す
。
●
こ
こ
で
大
切
な

の
は
、
こ
れ
ら
の
法
律
は
デ
モ

の
内
容
で
規
制
す
る
の
で
は
な

く
、
他
の
利
用
者
の
利
益
や
権

利
、
施
設
の
管
理
に
つ
い
て
の

秩
序
維
持
を
目
的
に
し
て
規
制

し
て
い
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て

憲
法
に
は
抵
触
し
な
い
の
で

す
。
●
さ
て
、
憲
法
が
保
障
す

る
デ
モ
を
「
テ
ロ
」
呼
ば
わ
り

し
た
人
は
、
大
音
量
の
デ
モ
が

「
本
来
あ
る
べ
き
民
主
主
義
の

手
法
と
は
異
な
る
」
と
も
批
判

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
各
地
方

自
治
体
に
は
騒
音
に
関
す
る
条

例
が
あ
り
、
概
ね
八
十
五
デ
シ

ベ
ル
を
規
制
対
象
に
し
て
い
ま

す
。
国
会
の
外
で
の
「
大
音

量
」
が
規
制
さ
れ
な
い
の
は
、

条
例
に
も
反
し
て
な
い
か
ら
で

す
。
●
勝
手
な
主
観
で
正
当
な

国
民
の
権
利
を
、
不
法
な
「
テ

ロ
」
と
同
一
視
し
、
懸
念
さ
れ

て
い
る
「
特
定
秘
密
保
護
法

案
」
を
強
行
採
決
す
る
こ
と
が

「
本
来
あ
る
べ
き
民
主
主
義
の

手
法
」
な
の
で
し
ょ
う
か
？

（
廣
崎
リ
ュ
ウ
）

「
岡
山
鳥
取
地
区

宣
教
司
牧
評
議
会
」

　

昨
年
十
月
十
三
日
（
日
）
、

第
二
回
地
区
宣
教
司
牧
評
議
会

が
、
玉
島
教
会
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
第
三
回
は
、
一
月
十
三

日
（
月
・
祝
）
に
岡
山
教
会
で

開
催
さ
れ
、
新
年
の
会
食
と
交

わ
り
の
時
を
持
ち
ま
し
た
。
信

仰
年
の
間
に
何
を
感
じ
、
何
を

し
て
き
た
か
を
引
き
続
き
考

え
、
広
島
教
区
創
立
百
周
年
へ

の
テ
ー
マ
、
サ
ブ
テ
ー
マ
を
検

討
し
ま
し
た
。

「
結
婚
感
謝
の
集
い
」

　

結
婚
感
謝
の
集
い
が
、
二
月

二
十
三
日
（
日
）
に
岡
山
教
会

で
行
わ
れ
ま
す
。
結
婚
の
約
束

の
更
新
、
夫
婦
ご
と
に
祝
福
を

い
た
だ
き
ま
す
。
楽
し
い
茶
話

会
も
準
備
し
て
い
ま
す
。
参
加

費
無
料
。
参
加
希
望
者
は
、
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

「
岡
山
市
内
巡
礼
」

　

鶴
島
へ
の
旅
二
十
六
聖
人
殉

教
を
し
の
び
、
岡
山
市
内
巡
礼

が
、
二
月
一
日
（
土
）
に
行
わ

れ
ま
す
。
岡
山
南
教
会
に
集
合

し
、
約
9.5
キ
ロ
の
道
程
を
約
三

時
間
で
巡
礼
し
ま
す
。

日
程
：
十
二
時
四
十
五
分
～
岡

山
南
教
会
集
合

十
三
時
～
講
話
と
祈
り

十
三
時
半
～
祝
福
を
受
け

出
発
。
（
雨
天
決
行
）

行
程
：
岡
山
南
教
会
→
住
吉

宮
（
上
陸
地
付
近
）
→
松

寿
寺
→
中
央
図
書
館
（
休

憩
）
→
本
行
寺
跡
→
袋
町

牢
獄
跡
→
岡
山
教
会

バ
ス
：
岡
山
駅
五
番
乗
り
場
。

岡
電･

労
災
病
院
行
き
。
↖
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広
島
教
区
の
施
設

⑳

学
校
法
人
広
島
信
望
愛
学
園

本
部
事
務
局

山
口
・
島
根
地
区

　

学
校
法
人
広
島
信
望
愛
学
園
は
、

一
九
九
三
年
三
月
、
広
島
県
内
の
六
つ

の
司
教
区
立
の
幼
稚
園
が
集
ま
り
、
一

つ
の
学
校
法
人
と
な
り
ま
し
た
。
六
つ

の
幼
稚
園
と
は
、
世
界
平
和
記
念
聖
堂

（
幟
町
教
会
）
に
隣
接
す
る
聖
母
幼
稚

園
、
翠
町
教
会
内
の
広
島
マ
リ
ア
幼
稚

園
、
観
音
町
教
会
内
の
広
島
暁
の
星
幼

稚
園
、
尾
道
教
会
内
の
尾
道
清
心
幼
稚

園
、
福
山
教
会
内
の
聖み

そ
の園
幼
稚
園
、
三

次
教
会
内
の
三
次
清
心
幼
稚
園
で
す
。

今
年
で
法
人
設
立
二
十
一
年
と
な
り
ま

す
。

　

理
事
長
に
前
田
万
葉
司
教
、
各
園
の

園
長
を
司
祭
、
修
道
女
が
担
い
、
園

児
、
保
護
者
、
教
職
員
と
地
域
の
方
々

に
福
音
の
光
を
と
も
し
、
導
い
て
い

ま
す
。
教
職
員
は
、
園
児
、
保
護
者

に
、
手
を
合
わ
せ
て
祈
る
こ
と
を
、
愛

を
も
っ
て
生
き
る
こ
と
を
教
え
、
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
の
福
音
を
告
げ
知
ら
せ

る
使
命
を
持
ち
、
日
々
幼
児
教
育
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。
毎
朝
礼
時
に
は
、
始

業
の
祈
り
で
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
終
礼

時
に
は
、
終
業
の
祈
り
を
唱
え
、
今
日

の
一
日
、
神
に
感
謝
を
捧
げ
ま
す
。
ま

た
、
定
期
的
に
司
祭
に
よ
る
聖
書
勉
強

を
行
い
、
聖
書
に
触
れ
る
機
会
を
持
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
年
に
一
度
全

教
職
員
に
よ
る
総
会
を
開
き
、
カ
ト

リ
ッ
ク
幼
稚
園
で
働
く
使
命
に
つ
い

て
、
講
師
を
招
き
、
講
演
、
分
か
ち

合
い
を
行
い
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
精
神

を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

法
人
本
部
は
、
昨
年
竣
工
し
た

「
愛
宮
ラ
サ
ー
ル
記
念
館
」
の
三
階

に
事
務
所
を
置
い
て
い
ま
す
。
六
つ

の
幼
稚
園
の
縁
の
下
の
力
持
ち
と
し

て
、
全
教
職
員
が
、
「
信
仰
」
と

「
希
望
」
と
「
愛
」
を
持
っ
て
幼
児

教
育
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
、
尽
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

教
区
民
の
皆
様
、
お
近
く
に
小
さ

な
お
子
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

ら
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

養
成
委
員
会

「
霊
操
を
広
げ
る
た
め
に
」

　

昨
年
十
二
月
八
日
（
日
）
、

宇
部
教
会
で
英

は
な
ふ
さ

神
父
（
鎌
倉

の
イ
エ
ズ
ス
会
黙
想
の
家
）
を

講
師
に
宇
部
小
野
田
ブ
ロ
ッ
ク

待
降
節
黙
想
会
が
行
わ
れ
、

ブ
ロ
ッ
ク
外
も
含
め
約
百
名

参
加
。
次
回
は
、
三
月
九
日

（
日
）
細
江
教
会
に
て
四
旬
節

の
黙
想
会
。

地
区
少
年
の
集
い

「
日
韓
青
少
年
の
集
い
」

　

一
月
十
六
日
（
木
）
～
一
九

日
（
日
）
に
か
け
て
、
釜
山
教

区
新シ

ン
ソ
ン仙
教
会
の
学
生
た
ち
が

来
日
し
た
。
昨
年
八
月
に
「
日

韓
青
少
年
の
文
化
体
験
」
で
訪

韓
し
た
学
生
宅
を
中
心
に
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
し
、
山
口
や
広
島

の
原
爆
ド
ー
ム
、
幟
町
を
巡
っ

た
。

信
徒
協
理
事
会

　

昨
年
十
二
月
十
日
（
火
）
山

口
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
地

区
の
信
徒
協
理
事
会
が
開
か

れ
、
一
月
十
二
日
（
日
）
の
定

例
会
準
備
と
し
て
、
「
信
徒
使

徒
職
」
の
あ
り
方
を
も
う
一
度

新
た
に
し
、
教
区
百
周
年
を
準

備
す
る
よ
う
に
話
し
合
わ
れ

た
。

AGO
RA

（
ア
ゴ
ラ
）
閉
店

　

長
ら
く
山
口
の
地
で
福
音
宣

教
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

た
書
店
「A

G
O

R
A

」
（
女
子

パ
ウ
ロ
会
経
営
）
が
昨
年
十
二

月
二
十
五
日
を
も
っ
て
閉
店
し

た
。

古
巣
神
父
CD

　

日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
の
昨
日

今
日
明
日
に
関
す
る
CD
（
七

枚
）
あ
り
。
希
望
の
方
は
山
口

島
根
地
区
事
務
局
ま
で
。

※
連
絡
先
、
希
望
数
、
お
名
前

を
明
記
し
、
郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ

083-923-6363

ま
で
。

約
二
十
五
分
、
福
浜
市
営

住
宅
前
下
車
徒
歩
五
分
。

申
込
締
め
切
り
：
一
月
二
十
九

日
（
水
）

問
合
先
：
岡
山
教
会

　

電
話 086-222-4093

第3回  万葉杯ソフトボール大会
　昨年11月4日に、9チーム、約140人が福山に集まり、熱い戦いを繰り広げまし
た。前日まで雨が降っていてどうなるかと心配していましたが、神様がいい天気
をプレゼントしてくださったことに、なによりも感謝です。
　優勝は、なんと、司祭団チームです！！呉との決勝戦では、呉チームから2人
借りるという小細工もありましたが、司祭たちの御老体に鞭うちながらのナイス
プレーには目を見張るものがありました。優勝したチームに贈られる万葉杯は、
キャプテンの万葉司教様が持って帰られ、司教館に飾られています。
　2位以下の結果は次の通りです。2位呉、3位幟町、4位三篠（本気チーム）、5
位玉野、6位三原、7位福山、8位岡山、9位三篠（普通チーム）でした。
　子どもや若者から70歳以上の神父様までが一緒になって体を動かし、楽しいひ
と時をすごした一日でした。

福山教会　伊藤光子
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三
末 

篤
實 

名
誉
司
教

ご
挨
拶

〈79〉

　

二
〇
一
四
年
は
、
新
教
皇
に

よ
る
シ
ノ
ド
ス
が
「
家
庭
」
と

い
う
主
題
で
開
催
さ
れ
る
予
定

で
す
。
福
音
宣
教
の
観
点
か
ら

家
庭
を
考
え
て
行
く
年
に
な
り

そ
う
で
す
。　
　
　

（
に
ん
）

翠町教会

前
田
司
教
様

神
学
院
で
静
修
指
導

　

昨
年
十
月
九
日
と
十
日
、
神

学
院
に
て
、
前
田
司
教
様
が

『
静
修
』
を
ご
指
導
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
『
静
修
』
と
は
、
簡

単
に
言
え
ば
短
い
黙
想
の
事
で

す
が
、
神
学
院
に
お
い
て
は
学

期
中
毎
月
一
回
行
わ
れ
、
沈
黙

と
祈
り
の
内
に
心
静
か
に
過
ご

し
ま
す
。

　

前
田
司
教
様
が
、
日
本
カ
ト

リ
ッ
ク
神
学
院
東
京
キ
ャ
ン
パ

ス
を
ご
訪
問
く
だ
さ
る
の
は
、

前
身
の
旧
東
京
カ
ト
リ
ッ
ク
神

学
院
時
代
も
含
め
て
初
め
て
の

事
で
あ
り
、
日
本
の
教
区
司
祭

養
成
の
為
の
神
学
校
が
一
つ
で

あ
る
と
い
う
事
が
、
よ
り
具
体

的
に
実
現
さ
れ
つ
つ
あ
る
過
程

の
象
徴
的
出
来
事
と
言
え
ま

す
。

　

今
回
は
、
『
あ
な
た
の
信
仰

が
あ
な
た
を
救
っ
た
』
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
静
修
講
話
を
夜
と

朝
の
二
度
い
た
だ
き
ま
し
た
。

司
教
様
の
生
い
立
ち
、
神
学
生

時
代
、
小
教
区
と
中
央
協
議
会

事
務
局
長
時
代
の
ご
経
験
か

ら
、
と
て
も
身
近
で
現
実
感
を

も
っ
た
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
特
に
、
『
お
言
葉
で
す

か
ら
網
を
お
ろ
し
て
み
ま
し
ょ

う
』
と
い
う
叙
階
の
時
に
お
選

び
に
な
っ
た
み
言
葉
が
、
人
か

ら
見
れ
ば
『
島
流
し
』
に
も
見

え
る
離
島
で
の
助
任
へ
の
任

命
、
主
任
司
祭
時
代
突
如
と
し

て
受
け
た
異
動
の
命
令
、
大
切

に
し
て
い
る
『
司
牧
者
』
と
い

う
観
点
か
ら
は
一
見
外
れ
る
中

央
協
議
会
へ
の
出
向
命
令
、
そ

し
て
『
お
言
葉
通
り
な
り
ま
す

よ
う
に
』
と
最
も
感
じ
た
と
い

わ
れ
る
司
教
任
命
告
知
の
時

と
、
信
仰
の
従
順
が
問
わ
れ
る

多
く
の
場
面
で
、
ご
自
分
を
力

づ
け
た
と
い
う
お
話
は
、
司
教

様
の
和
や
か
な
雰
囲
気
と
五
島

の
方
言
を
散
り
ば
め
た
語
り
口

で
、
時
に
笑
い
も
引
き
起
こ
し

つ
つ
、
神
学
生
一
同
の
心
に
深

く
残
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
神

学
院
は
、
主
に
長
崎
管
区
の
為

の
福
岡
サ
ン
・
ス
ル
ピ
ス
大
神

学
院
と
、
そ
の
他
の
教
区
の
為

の
東
京
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
と

が
、
二
〇
〇
九
年
に
合
同
し
て

成
立
し
ま
し
た
が
、
旧
来
の
土

地
建
物
を
利
用
す
る
為
、
キ
ャ

ン
パ
ス
は
福
岡
と
東
京
の
二
つ

に
な
り
、
学
年
に
よ
っ
て
移
動

し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
養
成
の
内
容
等

諸
々
の
必
要
性
か
ら
、
一
か
所

に
ま
と
め
る
べ
き
で
あ
る
と
司

教
団
が
決
定
し
、
今
年
度
は
神

学
院
常
任
司
教
以
外
の
司
教
様

方
も
視
察
を
兼
ね
て
双
方
の

キ
ャ
ン
パ
ス
の
静
修
指
導
に
お

越
し
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
猪
口
大
記
助
祭
）

　

ク
リ
ス
マ
ス
と
新
年
の
お

よ
ろ
こ
び
を
申
し
あ
げ
ま

す
。

　

神
の
お
恵
み
と
ご
配
慮
の

中
で
、
よ
ろ
こ
ば
し
い
歳
月

を
お
過
ご
し
に
な
ら
れ
た
と

拝
察
い
た
し
ま
す
。

　

私
は
退
任
後
、
透
析
に

よ
っ
て
、
ま
だ
生
か
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
こ
れ
も
ひ
と
え
に

沢
山
の
方
々
の
お
祈
り
と
ご
支

援
が
あ
れ
ば
こ
そ
で
す
。
現
在

は
翠
町
教
会
に
住
ま
わ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
教
会

の
皆
様
に
は
、
本
当
に
ご
配
慮

賜
っ
て
お
り
、
沢
山
の
方
々
と

と
も
に
毎
日
感
謝
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。

　

教
区
長
の
前
田
司
教
様
を
は

じ
め
、
多
く
の
方
々
に
対
し
ま

し
て
は
、
毎
日
の
ミ
サ
と
祈
り

の
中
で
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
主
の
み
せ
つ
り
に

す
べ
て
を
お
さ
さ
げ
し
、
最
善

を
尽
く
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

お
祈
り
ご
支
援
く
だ
さ
る
す

べ
て
の
皆
様
の
う
え
に
神
の
祝

福
を
お
祈
り
し
つ
つ
！
！

中国ブロック
カトリック高校生大会のお知らせ
テーマ：「神は、愛である。」
　　会・愛・相  I love you because...
日時：2014年3月24日(月)～27日(木)
場所：国立山口徳地青少年自然の家
対象：中学3年生～高校3年生
詳しくは各小教区配布予定の案内をご覧ください。


